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”待合室の栄養士”活動の背景 ① 

糖尿病透析予防指導管理料(350点)の導入 

透析患者数の増加 

⇒糖尿病の重症化予防が課題 

特徴 

①チーム医療を前提とした算定 

(医師・看護師・管理栄養士による同日の指導が算定条件) 

②指導時間の制約がない 

③毎月(来院ごと)の算定が可能 
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”待合室の栄養士”活動の背景 ② 

多くの患者に効果的な指導を提供する方法は？ 

待合室を活用しよう！ 

指導ワークフローのポイント 

•なるべく時間をかけずに 

•きめ細かな個別指導を 

•継続可能な形で 
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・一回あたりの指導は短時間(5～10分)とする。 

・栄養指導室で患者を「待つ」のではなく、 
 

  診察の待ち時間を利用して          
   待合室で栄養指導を行う。 

・糖尿病透析予防指導の対象患者に対して、 
        来院の度に栄養指導を行う。 

”待合室の栄養士”活動の内容 

長時間の集中的な指導から 

短時間・複数回の指導へのシフトチェンジ 
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”待合室の栄養士”活動のメリット 

(1) 管理栄養士と医師・看護婦との情報共有がスムーズ 

(2) 支援することに重点を置いた栄養指導へ 

チーム・メンバーの連携促進につながり、チーム一丸となっ
た効果的な医療体制 

患者と栄養士の間に信頼関係が醸成され、個別のきめ細かな 
指導と具体的な提案が可能となる 

短時間・複数回の指導 



”待合室の栄養士”活動の特徴 

あいうえお塩分表 

減塩レシピ 

－自作ツールの活用－ 

食事の塩分量に関する知識の啓蒙が目的。 
塩分1gに相当する食品の量を具体的な写真と数字で示したもの 
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”待合室の栄養士”活動の特徴 

あいうえお塩分表 

減塩レシピ 

－自作ツールの活用－ 

食事の塩分量に関する知識の啓蒙が目的。 
塩分1gに相当する食品の量を具体的な写真と数字で示したもの 

栄養科が毎月発行しているリーフレットで、減塩レシピの他、
減塩に関する広い情報提供を行っている。 
具体的な食事のレシピを提供し、具体的な行動・実践が目的。 
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• レシピ４ 

〈減塩レシピ〉 
・スパイス等を用いて、減塩でも

おいしく、簡単にできる料理
を提案 

・季節の食材の使用 

〈減塩コラム〉 
・減塩に関する知識の提供 
・季節にあわせた内容 



３５０点
あり

３５０点
なし

合計

Ⅱ期 117 168 285

Ⅲa期 41 80 121

Ⅲb期 48 67 115

Ⅳ期 32 47 79

合計 238 362 600

糖尿病性腎症患者支援プログラムの 

腎症進展防止に関する評価：解析対象患者数 

評価期間：平成２４年４月２日～１２月２８日 

３回以上の３５０点指導実施患者を抽出、介入前後で解析 

『３５０点なし』は従来治療法群で、３５０点指導無し。 

”待合室の栄養士”活動の効果 ① 

糖尿病透析予防指導管理料(350点)の導入後、患者数が減少 
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Ｕ－Ａｌｂ ＨｂＡ１ｃ 

８か月間の糖尿病透析予防指導（３５０点）の有無による 

ＨｂＡ１ｃおよび腎症パラメータの８か月間の変動 

腎症Ⅱ期 

ＨｂＡ１ｃが低下 Ｕ－Ａｌｂは増加せず 

ｐ＜０．０５ 

ｐ＜０．０５ 

あり：１１７名 

なし：１６８名 
あり：１１７名 

なし：１６８名 

血糖コントロールが改善 腎臓病の進行を阻止 

”待合室の栄養士”活動の効果 ② 


